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序 
 

泉官衙遺跡は、奈良・平安時代に当地方を治めた「郡家（郡役所）」の全貌を知ることのできる

全国的にも稀少な遺跡であることから、平成 22 年 2 月に国史跡に指定されました。以後、当市で

は、その恒久的な保存・活用に取り組み、東日本大震災を経た平成 27 年度から史跡の公有化、平

成 30 年度には、史跡の保存活用における中長期的な計画である「泉官衙遺跡保存活用計画」を策

定しました。この保存活用計画では、地域に根差した文化財である史跡を、その保存にとどまら

ず、震災後の地域再生のための資源として活用することも計画しました。すなわち、史跡は今日

の南相馬市につながる「行方郡」という一地域のまとまりが初めて形成された歴史を伝えており、

震災と原発事故の影響により分断を余儀なくされた本市が、再び一体となって未来へと進んでい

くために、共有すべき歴史を拠り所とすることを企図しています。 

地域における文化財の総合的な保存・活用、個々の文化財の確実な継承に向けた保存活用制度の

見直し、地方文化財行政の推進力強化を要点とする文化財保護法の改正が平成 30 年 6 月に行われ

ました。その背景には、近年の過疎化や少子高齢化の進行による文化財保護の担い手不足の深刻

化、その一方での地域振興・観光振興・地方創生や地域経済活性化等の資源としての文化財への

期待の増大があります。今や、地域社会が総がかりとなり、長期的な視野に立って文化財の総合

的かつ計画的な保存・活用を推進していく気運が高まっています。 

こうした全国的・地域的な背景のもと、本市では先に策定した史跡の保存活用計画を踏まえ、そ

の目標を実現するため、どのような環境を整えていくかについて、さまざまな観点から検討を重

ねてきました。基本的には、史跡の価値を持続的に享受できるよう、市民が利用して地域の歴史

と文化を学ぶことができる史跡公園として整備するものです。それに加えて、市内の他の文化施

設と結び付けてほかにない個性ある歴史文化を発信し、また、地域との協働のもとに多様な活用

を展開することによって地域活動を促進することにより、歴史理解にとどまらず市民文化の向上

へつながるよう、工夫を凝らしました。本計画の推進により、地域が再生を果たし、誇りと活力

をもって未来へ進むことのできるまちづくりに寄与できるものと確信しております。 

末筆になりましたが、本計画の策定にあたり、ご指導ご協力を賜りました南相馬市泉官衙遺跡保

存整備指導委員会の皆さま、文化庁、福島県庁、地元の泉行政区、泉官衙遺跡愛護会、泉官衙遺

跡を楽しむ会をはじめとする関係各位に厚く御礼を申し上げます。 

 

令和２年３月   

  南相馬市教育委員会  

教育長 大和田 博行 

序
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例 言 
 

 

１．本書は南相馬市原町区泉字寺家前ほかに所在する国指定史跡「泉官衙遺跡」にかかる整備事業基

本計画書である。 

 

２．泉官衙遺跡史跡公園整備事業基本計画（以下、本計画）は、令和２年１月 23 日に庁議決定され、

同日付をもって策定した。 

 

３．本計画は、平成 30 年度・令和元年度に「泉官衙遺跡歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業」と

する国庫補助金の交付を得て策定した。 

 

４．事業実施体制は以下のとおりである。 

平成 30 年度 

教 育 長 大和田博行 

事 務 局 長 木村  浩之 

文 化財課長 堀  耕 平 

課長補佐兼市史編さん係長 齋藤  直之 

文 化財係長 川 田  強 

主 査 佐藤  友之 

主任文化財主事 荒  淑 人 

主任文化財主事 藤 木  海 

主任文化財主事 佐 川  久 

主 査 林 紘太郎 

埋蔵文化財調査員 濱 須  脩（嘱託） 

埋蔵文化財調査員 小椋紗貴江（嘱託） 

令和元年度 

教 育 長 大和田博行 

事 務 局 長 羽山  時夫 

文 化財課長 堀  耕 平 

課長補佐兼文化財係長 齋藤  直之 

文 化財係長 川 田  強 

主任文化財主事 佐藤  友之 

主 査 荒  淑 人 

主任文化財主事 藤 木  海 

主任文化財主事 佐 川  久 

埋蔵文化財調査員 濱 須  脩（嘱託） 

埋蔵文化財調査員 小椋紗貴江（嘱託） 

 

５．本計画は、南相馬市泉官衙遺跡保存整備指導委員会を設置し、平成 30 年度・令和元年度に同委員

会により検討・審議したほか、公募市民による泉官衙遺跡を楽しむ会を発足し、意見聴取・協議を

行って計画の素案をとりまとめた。また、文化庁文化資源活用課・福島県教育庁文化財課の指導を

得た。 

 

６．計画案に対しては、パブリックコメントで市民から意見を募集したほか、公共事業評価委員会に

付し、その結果を計画に反映させた。 

 

７．本計画の策定にあたり、業務を以下の機関に委託した。 

計画策定支援 有限会社 歴史環境研究所 

空中写真撮影及び三次元画像解析 株式会社シン技術コンサルタント 

出土遺物整理 株式会社イビソク 

基準点測量 株式会社中庭測量コンサルタント 

 

８．本書の作成にあたっては、以下の機関・個人の方々にご協力・ご指導をいただいた。記して謝意

を表する（順不同・敬称略）。 

泉行政区・泉官衙遺跡愛護会・泉官衙遺跡を楽しむ会・特定非営利活動法人南相馬サイエンスラボ・

海野 聡・高橋千晶・菊地ひとみ・齋藤 実・曽根俊則・奥州市教育委員会・有限会社ウッドサーク

ル・株式会社ジーン 

 

例　　言
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